
令和 5年 3月 31日 

2022（令和 4）年度 自己評価・学校関係者評価書 

 

学校法人スピノラ学園 双百合幼稚園 

１ 教育目標 

 目標～神さまに愛されていることに気付き、神さまと共に歩む子ども 

☆自分で考え 行動できる子ども 

☆元気に活動する たくましい子ども 

☆心情豊かな子ども 

２ 本年度の重点課題 

１ 教職員の連携を密にしながら、互いに切磋琢磨し、資質向上を目指す。 

２ 環境を生かした保育内容の充実を図り、｢双百合｣のよさを更に高める。 

３ 「全体的な計画」の「重点的に取り組む教育の柱」参照 

３ 評価項目の達成及び取り組み状況（教員 13） 

◆Ａ；十分達成されている、Ｂ；達成されている、Ｃ；取り組まれているが成果が十分でない、 

Ｄ；取り組みが不十分、Ｅどちらともいえない※％は小数点第 1 位を四捨五入の為 100％超の場合有 

◆評定Ａ；自己評価Ａ・Ｂが 80％以上、Ｂ；Ａ・Ｂが 60％以上、Ｃ；Ａ・Ｂが 60％未満      

 評価項目 評価内容 評価 集計 % 評定 

１ キリスト

教保育 

・朝礼・食事・降園時の祈りや、月 2回の「宗教

の時間」を通して、神さまの愛に触れながら｢双

百合の４つの心｣について考えることができた

か。 

・毎月の聖歌や宗教行事を通して、神さまの愛に

ついて深めるよう努めたか。 

Ａ 1 8  

 

Ｃ 
Ｂ 6 46 

Ｃ 5 39 

Ｄ 0 0 

Ｅ 1 8 

２ 教育課程

の編成・

実施に関

して 

・年間指導計画や月カリキュラムを作成し、学年

毎に毎月の評価・改善を図ったか。 

・園地の環境を活かした教育活動を進めるととも

に、食育の推進や ICT教育の理解に努めたか。 

Ａ 3 23  

 

Ａ 

Ｂ 8 61 

Ｃ 1 8 

Ｄ 0 0 

Ｅ 1 8 

３ 保育の計

画性 

・発達段階に合わせた教材選びやテーマを定めた

系統性のある保育など、内容の工夫に努めた

か。 

・子どもの育ちや変容を、学年や他の教職員と共

通理解することができたか。 

Ａ 5 39  

 

Ａ 

Ｂ 7 54 

Ｃ 0 0 

Ｄ 0 0 

Ｅ 1 8 

４ 保育のあ

り方 

幼児への

対応 

・一人一人の傾向や特徴を把握し、特に思慮や援

助が必要な子どもについては、教職員で情報を

共有することができたか。 

・子どもへの対応も、学年や多くの教職員で共通

理解しながら進めるよう努めたか。 

Ａ 6 46  

 

 

Ａ 

Ｂ 7 54 

Ｃ 0 0 

Ｄ 0 0 

Ｅ 0 0 



５ 安全への

配慮 

・安全教育年間計画や危機管理マニュアルに基づ

き、日常の保育に生かすことができたか。 

・毎月の訓練や点検で、安全への意識を高めるよ

う努めたか。 

Ａ 4 31  

 

Ａ 

Ｂ 9 69 

Ｃ 0 0 

Ｄ 0 0 

Ｅ 0 0 

６ 健康管理 ・保健計画に基づき、手洗い・うがいの習慣化な

ど基本的な生活習慣を養うよう努めたか。 

・食物アレルギー等の健康管理を保護者や給食業

者等と連絡を取りながら進めたか。 

Ａ 5 38  

 

Ａ 

Ｂ 7 54 

Ｃ 0 0 

Ｄ 1 8 

Ｅ 0 0 

７ 研修と研

究 

・時程や行事等の見直しにより、研究時間の確保

に努めたか。 

・外部研修や他園の公開保育等に積極的に参加す

ることができたか。 

Ａ 1 8  

 

Ｃ 

Ｂ 5 38 

Ｃ 4 31 

Ｄ 3 23 

Ｅ 0 0 

８ 教師の専

門性と資

質の向上 

・園内研修会を計画的に行い、外部研修の成果報

告等により情報交換ができたか。 

・専門家による教育相談や子ども支援の研修によ

り、児童理解を深めることができたか。 

Ａ 1 8  

 

Ｃ 

Ｂ 5 38 

Ｃ 5 38 

Ｄ 2 15 

Ｅ 0 0 

９ 保護者や

地域への

対応 

・保護者には丁寧、誠実に対応し、日常の電話や

個人懇談等で相互理解に努めたか。 

・岸和田市、和泉市等の各種機関（市担当・小学

校・各種施設等）と連絡を取りながら、子ども

の支援に生かすことができたか。 

Ａ 7 54  

 

Ａ 

Ｂ 6 46 

Ｃ 0 0 

Ｄ 0 0 

Ｅ 0 0 

４ 総合的な評価結果(重点課題を含め) 

◇神さまに愛され、神さまと共に歩む子どもの育成 

マリア祭、クリスマス会等の行事や毎日の生活の中でも神さまの愛に触れ、愛され、守られて

いることを感じさせてきた。年少～年長児は「心の花」の取り組みを進め、豊かな心の育成を図

ることができた。乳児クラスでの「神さまのお話」等の進め方が課題である。 

◇チームワークと資質向上に努める教職員 

教職員間で情報を共有し合うことに努めたことで、保育内容や園児の状況など些細なことでも

共有し相互理解することができた。また、他園の公開保育等になかなか参加できなかったが、オ

ンライン研修の活用で資質の向上を図ることができた。しかし、研修の成果を共有し、広げるこ

とを十分にできなかったのは課題である。 

◇一人一人を大切にした保育･教育の充実 

一人一人の子どもの発達の特性を把握して丁寧に関わり、全職員で共通理解しながら対応する

ことができた。また、支援機関とも連絡を取り合い、保護者との定期的に話すことで、支援機関

＝園＝保護者という 3つでの情報共有を確立することができた。 

◇その他 

安全管理・健康管理については、マニュアルの作成や研修の実施等により、安全への意識を高



めることができた。 

５ 今後の課題 

☆キリスト教保育の充実～カトリック園として神さまの愛を感じる機会を更に設け、1･2歳児からの 

キリスト教保育の充実を目指す。 

〇特色ある教育～ICT活用環境の整備を進めるとともに、プログラミング学習等を通して情報活用能 

力の基礎的な資質を養う。 

〇保護者・地域との連携～コロナ後の様々な取り組みを通して、幼小の交流・連携を含め、地域･保 

護者との関わりを深めて子どもの成長を図る。 

〇研修の充実～園内外の研修を積極的に進め、教職員の資質向上を図る。 

〇一人一人を大切にした保育～一人一人の子どもの多様性、個性を包み込む教育・保育をめざし、 

特別支援体制の整備や指導の改善をさらに進める。 

〇教職員の連携～こども園での組織の拡大に対して、一層の業務の見直しや改善を努めるととも 

に、常勤･非常勤間の連携を密にして保育･教育の充実に繋げる。 

６ 学校関係者評価 

◆キリスト教保育について 

○キリスト教保育について保護者の理解を深めるために、宗教の時間などを参観して、どの様に教

えているのか見せるようにしてほしい。こども園になり、シスターも去られて少しキリスト教保

育から離れている気もするので、少し見直してもいいのかと思う。 

○発達段階として幼児の場合、言語による観念の理解は難しいので、教会や修道院の雰囲気という

キリスト教を感じさせるものとしてはとても重要である。修道院がなくなっても、それを感じさ

せる工夫が必要である。 

○宗教については、昨年度より、教職員の意識が高まり、日々の保育の中で、聖歌を歌ったりし

て、神さまについて触れることを心がけていることが分かり、今後、とても期待できると思う。 

○年少～年長児に向けてだけでなく、乳児クラスに向けても宗教の時間を持っていることは非常に

良いと思うので、乳児等の小さな子供でも理解が深まるような宗教に触れ合う時間をこれからも

工夫して作っていって欲しい。 

◆保育の計画性 

○日々の保育を向上させるために、園内研修もしっかり行っているので、行事が落ち着いた時に報

告し合う時間を取り、良い点を伝え合い保育に活かしていけば、もっといいのではないかと思

う。これからも、振り返りを大切にして、保育の質を高め、子ども達の成長につながっていくよ

うに努めて欲しい。 

◆安全への配慮 

○二度に亘り、アレルギー事故が起きてしまったことは非常に残念だったが、保護者への経過説明

を迅速に行い、再発防止に努めてた点は評価できる。 

◆健康管理 

○こども園になって園内調理の給食が始まり、少しでも温かいものが食べられるということだけで

はなく、食を通じての教育のチャンスでもあると思う。調理して下さっている方との交流、どん

な食材がどんな料理に変わるのかを知ること、行事や伝統文化と関わる「食」を感じさせること

など、給食を通じて子ども達の感性を育てることができるのではないか。 

◆研修と研究・教師の専門性と資質の向上 

○ほとんどの項目が「Ａ」評価の中、「Ｃ」だった「研究と研修」「教師の専門性と資質の向上」



は、まだコロナの影響があったと思われるが、私立幼稚園の場合、近隣園との交流的な研修の他

に、自治体などの公的な研修の機会を利用するようにしたい。 

◆保護者や地域への対応 

○今後、コロナが落ち着き、今迄通りの保育ができるようになったら、双百合幼稚園と地域の

方々、保護者の方々との交流を更に深めて欲しい。 

◆その他 

○毎月お誕生日会やその他のイベントの数々、子ども達も大変喜んでおり、先生も 1クラスに 2～3

名ついているので、子ども達へのフォローもできていると思う。 

○去年から御聖堂が取り壊され、工事が始まった事もあり、裏山で遊んだりする機会も減った気が

する。この幼稚園を選んだ理由の一つが、自然豊かなところなので、工事が一段落したら、前の

ように裏山でのびのび遊ばせてあげてほしい。 

○コロナに加えて、インフルエンザも流行し始め、集団生活の難しさも増している事に加え、さら

に、登降園時の安全等、様々な課題の中で園での取り組みに制約もある中、保護者も交えた活動

もいろいろ工夫しながら再開されていることが分かる。教職員の自己評価では、「共有」「共通理

解」「連携」といったことを意識していることが感じられて安心した。教育は関わっているみんな

が心を合わせてこそ、より力になると思う。 

○一人ひとりの子どもと向き合って丁寧に関わり、教職員同士の連携を大切にして共通理解してい

る点は、とても評価できる。 

○本年度もコロナ禍であった為、行事の変更を余儀なくされたことや、感染防止策・消毒等、業務

も多い中、工夫して子供達の安全を第一に考え、取り組んでいたと思う。 

以上 

 

 



① ②

1 Ａ 8 3 Ａ 23

6 Ｂ 46 8 Ｂ 62

5 Ｃ 38 1 Ｃ 8

0 Ｄ 0 0 Ｄ 0

1 Ｅ 8 1 Ｅ 8

③ ④

5 Ａ 38 6 Ａ 46

7 Ｂ 54 7 Ｂ 54

0 Ｃ 0 0 Ｃ 0

0 Ｄ 0 0 Ｄ 0

1 Ｅ 8 0 Ｅ 0

⑤

4 Ａ 31

9 Ｂ 69

0 Ｃ 0

0 Ｄ 0

0 Ｅ 0

Ａ・Ｂは昨年同様に低く、園生

活の様々な場面で「神さまの

愛」を深めていけるようにして

いく必要がある。

Ａ・Ｂは昨年同様に80％を超え

るが、環境を活かした裏山遊び

が工事の関係で十分にできな

かった。

Ａ・Ｂが90％を超える。子ども

の実態を把握した計画的な保育

を概ね行うことができたと言え

る。

Ａが46％と高い。子ども一人一

人の特性を共通理解しながら、

全教職員で対応に努めた成果が

表われている。

Ａ・Ｂで100％。避難訓練は8

月も行い、園内の安全や園バス

の安全に努め、意識を高めるこ

とができた。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8 46 38 0 8 

１キリスト教保育

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

38 54 0 

３保育の計画性

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46 54 0 0 

４幼児への対応

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31 69 0 0 

５安全への配慮

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23 62 8 8 

２教育課程の編成・実施

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 



 

 

園生活や行事などでコロナ等の

感染症対策に努めてきた。給食

のアレルギー対応の改善に努め

てきたが、さらに継続していく

必要がある。

Ｃ・Ｄが54％とコロナ禍によ

り、外部研修や対面研修の機会

が少なく十分な成果を得ること

ができなかった。

Ａ・Ｂが昨年比10％減。キン

ダーカウンセラーの研修以外に

も、園内研修を工夫していくこ

とが課題である。

Ａ・Ｂが100％と好評価であ

る。保護者や各種支援機関とも

連絡を密にしながら適切な対応

を進めてきた成果が表われてい

る。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

38 54 0 

６健康管理

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8 38 31 23 

７研修・研究

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8 38 38 0 

８専門性と資質向上

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

54 46 0 0 

９保護者・地域対応

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 


